
地域相談支援、計画相談支援、障害児相談

なみそうだんサポートセンター

※ 日南市相談支援事業受託

※ 日南市地域自立支援協議会事務局員

※ 指定特定相談支援事業者計画相談支援、障害児相談支援

※ 日南市障害者施策推進協議会委員

※ 日南市要保護児童対策地域協議会参加

※ 日南串間成年後見ネットワーク協議会参加 

◎費用は無料です。
　どんなことでも、
　まずはお気軽に
　ご相談下さい。

「そうだんサポートセンターなみ」の今後について

　地域の課題を地域支援生活支援拠点等の整備を進めていく中
で、地域の共有課題として認識できるように、関係機関との連
携強化を図っていきたい。
　計画相談においても利用者のニーズに最大限答えていくこと
やサービス提供事業所との関係をより深くしていく事を目標と
したい。

そうだんサポート
センター  なみ
そうだんサポート
センター  なみ

なみ
髙山　良平

趣 味 
ドライブ、旅行、パチンコ　

( コロナ禍で行けていません )

ゴルフが行けるようになった

ら行きたいです。

仕 事 内 容
相談支援員

今年、相談支援専門員の資格

を取りたい。

抱 負
資格を取って、利用者さん一

人一人の声をしっかり傾聴出

来るようになりたい。左片麻

痺があり、リハビリ中です。

リハビリも頑張っていきたい。

誠心誠意

職　員　紹　介
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各事業所 担当者より

つよし寮

喜(よろこび)

つよし学園
児童部・成人部

風の子
タートルズ

ホーム浜風
つよしの家

編集後記

つよし共働センターに通所されている方が、今年の書初めで書かれた言葉を今回のテーマ
にしました。
昨年から、テレビの情報番組やニュースでは「今日の新型コロナ感染者数は・・・」という

アナウンサーの言葉が連日流れています。
当法人も感染拡大状況をみて、帰省、外出、余暇活動等の自粛を行ってきました。
これを書かれた利用者の方は、普段から大人しい方であり思っていることを言葉に出して

言われることは少ない方です。が、心の中では、
「街中でも、テレビでも、事業所でも『コロナ、コロナ・・・大変だ・・・』の言葉が飛び交っ

ているが、何があっても、何が起こっても、どんな時代になっても、主役は我々なんだ！」
と言う事を強く言いたかったのだ！とはっきりと思いました。
新型コロナ感染防止対策の中で、折れそうになっていた職員の心に「しっかりやれ！」と

喝を入れられました！
『アサメシウマイ　ヒルゲンキ　ヨルヨクネムリ　カゼヒカヌ』
これからもつよし会理念の下　利用者、職員みんなで逞しく、楽しく生活していきます！
今回は、コロナ禍の活動風景の写真を中心に紹介させて頂きました。

つよし寮では季節の行事を大切にして、旬の物をおいしくいただいています。秋風が吹いてからも、芋掘り
をして焼き芋を、お月見では団子と赤飯。年末にはクリスマスケーキに年越しそば。2月になると恵方巻。
そして花まつりでのアップルパイとパウンドケーキが楽しみです。今年は残念ながら花まつりは中止となり
ますが、アップルパイとパウンドケーキは利用者のみなさんと一緒にたのしく食べたいと思います。

　｢コロナが治まったらどこに行きたいですか？」県の緊急事態宣言中に利用者さんとよくこんな会話を交
わしました。
　皆さん｢アミュプラザ！｣ ｢レストラン！」「イオン！」「USJ！」・・・とたくさん出てきました。
　コロナ禍で活動制限される中、利用者さんには大変な我慢をしていただいていると感じます。
　行きたい場所に思いを馳せて、行けるようになった時に思いっきり楽しめるよう今は会話だけにとどめ、
１日も早く外出できる日が来ることを願い、感染防止に努める日々です。
　こちらの広報誌が皆様のお手元に届くときには、明るい兆しがあることを心から願っております。

コロナ禍で外出や帰省が制限された今年度でしたが、四季を感じられる行事を積極的に行い、心身ともに
健康に過ごす事が出来ました！健康が一番ですね。

喜（よろこび）の看板ができました。兵頭さんと日高さんを中心にデザインを考え、
みんなで手分けして装飾を行いました。ユニークかつ魅力的な仕上りだと満足してい
ます。
みなさん、ぜひ、遊びに来てください。

つよし

共働センター

私は前職では全く介護と関係のない仕事をしていました。生活支援員という仕事を始めた頃は不安が多かった
ですが、利用者さんの特性を理解しつつ今では支援する事を楽しいなと思うようになりました。
利用者さんの笑顔と日々の成長を見れた時が一番のやりがいを感じます。これから色々な知識を身につけ資格
を所得する事を目標にレベルアップしていきたいと思います。

去年、怖がって遊ぼうとしなかった公園の遊具があったのですが。外出自粛前にいった時には、自分たちで
遊べるようになった子供たちの姿に、日々成長しているんだな～と、実感。これからも子供たちの成長を楽
しみに支援していきます。
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